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<植物〉

博物館自然リサーチー都市の自然

都市は人が集まって住むために自然をつくりかえた空間です。かつては，森林であったところ，

川辺の湿地の草原であったところ，海岸の砂丘草原であったところ，植物の生えてなかった海や

川を埋め立てたところもあるでしょう。

現在の都市に生えている植物の種類や植物群落の特徴を調べてみませんか。

1 調査内容

(1)都市で植物が生えているところを調べ，どんな環境であるか調べてみましょう。

(2)それぞれの環境の中でどのような植物が生えているか調べてみましょう。

(3)それぞれの環境の中でどのような植物群落が成立しているか調べてみましよう。

(4)都市に多い植物のふるさと（原産地）を調べてみましょう。

(5)都市に多い植物の増え方を調べてみましょう。

(6)都市に多い植物の1つの花からできる種子の数を調べてみましょう。

(7)空き地の植物の移り変わりを年間を通して調べてみましょう。

(8)都市の河川に生えている植物と植物群落を調べ，水質と関係があるかどうかも調べてみま

しょう。

2調査方法

（1）街角ウオッチングを楽しもう

・植物の生えている場所と生えてない場所との違いを見つけましょう。

・同じ種類の植物を探して，どこに生える傾向があるのか観察しましょう。

（2）植物に触れよう

・一株から何個の花が咲き，何個の種子ができるか調べてみましょう。

・種子がどうして増えていくのか直にさわって確かめてみましょう。

・植物を引き抜いて根がどうなっているのか，地上茎，地下茎の性質などを調べてみましょ

う。

（3）植物リストをつくりましょう

・植物名を調べ，生えている場所やその量，高さ，花や種子の時期を記録しましょう。

〔生えている場所〕

例………道路の上道路の縁石畳み・アスファルトの間石垣生け垣

街路樹の下庭園花園側溝川（排水溝の近く）

川（清流辺）川（止水辺）川（急流辺）など

量………非常に多い（3）多い（2）普通（1）少ない（＋）

めったにない(r)の5階級で分類

高さ……実測する

花・種子の時期……花が咲いていたら花(FL)種子がついていたら種子(FR)
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(4) 植生調査をしてみよう

植生調査-Braun-Blanquetの全推定法（野外で現存している植物群落の調査）

植物群落の種組成や構造を比較・分類して，植物群落と立地，人為的影響など環境要因と

の関係を調べます。そのための調査区形はかならずしも方形ではなく，群落の均質な生育配

分状態に応じた形で設定します。また調査面積も，森林は100～400㎡，草地は1～100

㎡群落の規模に応じて設定します。野外調査では，1）階層の区分，2）種のリストの作成，

3）総合優占度と群度の判定，4）環境データの記載，5）植生断面図の作成があります。

1）階層の区分

群落階層は群落形態に応じて，高木層B1,亜高木層B2,低木層S,草本層K,蘇苔

地衣類層Mの1～5段階に区分にします。都市は路上・路傍雑草群落や植栽地群落が中心

ですので，低木層と草本層の2層構造か，草本層だけの単層構造になります。

2）種のリスト

対象とした植生調査枠内の全構成種に対して各階層別の完全な種のリストをつくります。

3）総合優占度，群度の測定

各階層の構成種は，種ごとに植分内で被度（植物が群落中でしめる度合い）と配分状態

を，総合優占度および群度を用いて判定します。総合優占度と群度は以下に示されている

規準により測定され，群落組成表中には，総合優占度・群度（5．5，4．4）のように

表示します。なお，総合優占度，群度の基準は以下のようにします。

a・総合優占度（各植物の群落中の各階層内における優占状態を数値化したもの）

5：その植物の被度が調査面積の3／4以上を占めている。個体数は任意。

4：その植物の被度が調査面積の1／2～3／4を占めている。個体数は任意。

3：その植物の被度が調査面積の1／4～1／4を占めている。個体数は任意。

2：その植物の被度が調査面積の1／10～1／4を占める。またはそれ以下であっ

ても個体数がきわめて多い。

1：その植物の被度が調査面積の1／10以下であるが，個体数が多い。

＋：きわめて低い被度で，個体数もわずかである。
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4）

b・群度（個々の植物の群落内での配分状態を数値化したもの）

5：群度調査内にカーペット状に一面に生育している。

4：大きな斑紋状またはカーペットのあちこちに穴があいているような状態で生育して

いる。

3：小群の斑紋状で生育している。

2：小群をなしている。

1：単独に生育している。

なお，＋・1,r･1の場合は,+,rのように省略して示します。

締で
群度：5 群度：3131 222

皇CDS：2～3

幹
群度：2 2－3 1

1．12．12．2，2．3

or3･1or3．．3

（1人）

灘 ､5

4

職4
3

園3
2

旧”
2

1

環境データの記載

1）～3）の他に，調査年月日，調査地

方位と傾斜，調査面積の大きさ，階層月｜

，隣接群落の種類，人為的影響の有無や

記載します。主要樹木の樹高や胸高直f

します。

－51

也，海抜高度，生育地の地形（斜面の場合にはそ

別の高さと植被率などを記載し，また，地形，土

や程度など，現地で観察可能な植生の関する事項

径(DBH),植物の生育状態などもあわせて記

の方位と傾

壌，隣接群

も記載しま

載します。
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側踏日 職年月日 調査渚

1山頁部ア斜面

2尾根部イ平面

3ヰ腹部ウ凸地

4沢部エ凹地

5谷部オ台地

6低恥部力扇伏地

風当強中弱

土壌ポド性掴森

赤黄黄褐色アンド

〃ｲ,鋤ｲ，糾頼
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０
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1

2

3

4

都市観察のポイント

自然観察とは何だろう

環境を具体的な生き物によって観察する。

いつでもどこでもだれでもできる

5感を使って身近な自然に接する。

植物と環境

植物の生存は環境によって大きな影響を受ける。

日本の都市の成立は本来は森林

環境の厳しいところや人為が頻繁に繰り返されるところほど単純な群落を形成

自然と人為自然植生と代償植生

自然植生人の干渉がないところに成立している植物群落

代償植生人の干渉によって変化し回復途上の植物群落

都市にどんな自然が見られるかどんな環境があるか

〔都市の自然〕

乾燥地アスファルトや石畳上屋根の上

過湿地側溝河川クリーク

踏み跡道路公園緑地空き地

除草地道路公園緑地河川敷

刈り取り地道路公園緑地空き地

富養地河川敷公園植栽地

貧養地河川敷屋根の上道路上

荒れ地道路上河川敷空き地

生け垣

石畳マヤカ
メブナ
アガム

〔都市の植物群落〕

路傍雑草

空き地雑草

路上植物群落

公園植栽種

街路樹

法面植栽

ゼ:ﾝ詞の敷潅■■■■■

車 道歩道 富養粘土 貧養れき

図都会のあき地や路傍の植生配分
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5都市の植物の特徴

(1)都市の植物はどんな植物？

（都市概要）

アコスモポリタンな植物たち旧来から世界各地に分布している植物

メヒシバオヒシバギョウギシバハコベナズナカタバミヨモギ

ツメクサオオバコ

イ帰化植物たち幕末以降日本に渡来し定着した植物たち

セイタカアワダチソウブタクサオオアレチノギクヒメムカシヨモギカラクサガラシ

イヌガラシマツバウンランホウキギクオオイヌノフグリタチイヌノフグリ

キキョウソウ

帰化植物

の種数

帰化率（％）

102030405060708090

調査地 群 落 全種数

腫
薩
蓬
犀
掴
掴
掴

､'．~；』誤'

rw-rI時

：曇

横浜港付近

横浜国立大学グランド

多摩川

荒川

関東平野

鎌倉

川崎市生田

三浦半島

関東平野

三浦半島

箱根仙石原

尾瀬ヶ原

武蔵野

富士山

全国

茨城栃木県

富士山

神奈川県

都会地雑草群落

路上群落

はんらん草原

はんらん草原

マント群落

切り跡群落

自然公園化した。ナラ・クヌギ林

マント群落

スギ，ヒノキ・クロマツの植林

断崖植物群落

ススキ草原

高層湿原

コナラ・クヌギ林

ブナ帯（800～1500m)

カシ林

シラカシ自然林

火山植生(1500～2500m)

フロラ

妬
一
加
唖
一
睡
一
町
一
弱
蠅
一
妬
一
型
一
座
一
唾
一
却
一
班
一
郷
一
麹
一
粥
口
“
｜
麺

67瓢
－
９
｜
如
一
犯
哩
－
５
｜
弘
一
４
ｌ
９
ｌ
５
ｌ
４

'31

j

:21
‘

１
３

聟
鯉
騨
解

210.7

110．4

(）’0

１
ｌ
９
ｌ
Ｉ

Ｏ０
２２２

（周辺植物）

ウツル植物生け垣や公園の林力縁部に侵入するツル植物

へクソカズラヤブガラシオオバウマノスズクサクズコバノボタンヅルカニクサ

カナムグラアオッヅラフジヤマノイモコヒルガオ

エ石垣植物石垣や崖の植物

ミツデウラボシホラシノブハチジョウカグマモエジマシダハマホラシノブ

ホシダホウライシダゲジゲジシダタマシダノキシノブハマスゲカラムシ

イタビカズラオオイタビヒメイタビイタチガヤ

（人為導入植物）

オ公園・庭園・生け垣植栽種

（生け垣）イヌマキハマヒサカキイスノキ竹・笹類（クロチクシホウチクオカメザサ）

ツツジ類カイズカイブキキンモクセイギンモクセイアラカシスダジイ
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力街路樹

・外来樹

スズカケノキ（プラタナス）アメリカハナミズキナンキンハゼアオギリイチョウ

トウカエデワシントンヤシフェニックスポプラシダレヤナギカイコウズ

ユリノキモクレンコバノセンナゴールデンシャワータイサンボク

アベリア（ハナツクバネウツギ）ピラカンサ

・在来樹

常緑樹イヌマキクロガネモチクスノキスダジイタブノキホルトノキ

ヤマモモヤブツバキマテバシイシラカシビロウナギアカマツ

クロマツ

落葉樹ケヤキイロハモミジオオモミジセンダンミズキクマノミズキ

ソメイヨシノオオシマザクラコブシキリイイギリ

低木シャリンバイハマヒサカキゴモジュツツジ類マメツゲアジサイ

キ法面吹き付け

道路や崖の法面を土壌侵食を防ぐために，あらかじめ植物の種子を入れた土を吹き付け

る。ひげ根の発達するイネ科植物と土壌を豊かにするマメ科植物が多い。

イネ科シナダレスズメガヤヒロハウシノケグサアメリカスズメノヒエ

カモガヤギョウギシバシバコウライシバギョウギシバ

マメ科メドハギヤマハギマルバハギイタチハギシロツメクサ

コメツブツメクサ

(2)都市雑草の特徴

ア攪乱依存戦略を持つ

ギャップ依存，耕起，踏みつけに適応，シードバンクが豊富

イ好窒素性

ウ1年生ないし越年性植物が多い

工種子の分散能力が高い

・風分散型

軽重量型イネ科植物メヒシバ，オヒシバ

パラシュート型キク科植物オオアレチノギク，ヒメムカシヨモギ

セイヨウタンポポ，ヒメジョオン

・自発分散カタバミ

・付着分散オオバコ，コセンダングサ

葉

月

蟻

冬
一7～8月

L
腱リ

二一二

頑
茎

ムラサキカタバミの生活 種子の生産量

－61－

多産性
1株あたりの
種子の生産数

株の
大きさ

早産性
発芽より結実
までの最短時間

主な生育地

ザクロソウ

コミカンソウ

スベリヒニL

トキンソウ

イヌビユ

ウリクサ

メヒシノ、

ヒメムカシヨモギ

ホトケノザ

ナズナ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
４
０
７
０
０
０
０
０
４
８
２
０

０
３
５
６
１
０
６
０
０
８
８
６
２
６
０
７
５

８
９
４
７
４
９
３
０
８
７
７
９
６
２
６
３
４

Ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
、
夕
ｐ
ｐ
タ
タ
ゆ
り

ｐ
ｐ
ｐ

８
０
１
４
４
３
６
２
２
２
６
９
９
１
２
２

８
３
４
９
３
３
７
５
１
２
４

２
８

１
１
１

１
１
１
１

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

中
大
中
大
中
大
大
中
中
大

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
(小）

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

大
小
大
中
大

く
く
く
く
く

20日～25日

20日～25日

日
日
日
日

５
５
０
０

２
２
３
３

一
一
一
一

日
日
日
日

０
０
４
５

２
２
２
２

35日～40日

180日

畑
畑
畑
畑
畑
畑
畑

路傍

畑

路傍
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切断に耐性を示すメヒシバオヒシバムラサキカタバミニシキソウ

踏圧に耐性が強いオオバコギョウギシバニワホコリカゼクサ

踏みつけに対してどう対応しているか

生育系成長点の位置によって踏みつけに対する耐性に差がでる。

ロゼット形地表あるいは半地中セイヨウタンポポ

葡旬（ほふく）形地表面を這うハコベ

叢生（そうせい）形地上低くに群がるメヒシバ

直立形地上高く個別にクズオナモミ

オ
カ

違
蝿
下
直立型(e)分枝型(b) そう生型(t)つる型(2）ほふく型(p)

鑿
ロゼット型

6

←－霞ま‐
（ロゼットの時期）

｛－，
一時ロゼット型

、

卜の時期）茎、直立茎、分枝茎、ほふく

偽ロゼット型

図生育型のいろいろ

、

’

1
オヒシバ

ニワホコリ

カゼクサ

オオバコ

竜一一宰一碧告L－－－I

‐
‘
ｌ
早
‐

Ｉ
Ｉ

ミチヤナギ

スズメノカタビラ

アキメヒシバ

カモジグサ

ブタクサ

オオアレチノギク

チガヤ

ヒメムカシヨモギ

エノコログサ

ヤブガラシ

篝
；、”’"鑑:‐1

重こぎ

ー‐‐q＝輻零一ヰ幹一一

竺畿一一琴＝ｰ一一一一

－一一一一琴一＊一一－

毎

や一一一一舘蔬－－寺一

一－一一ｰ一一一一一＝

ふ まれる程度｜ふまれず｜やや大’大｜最大’大｜やや大｜ふまれず

路上雑草の生育様式

キ乾燥に強い

ク単為生殖をする植物

スベリヒユツユクサメヒシバ

セイヨウタンポポヒメジョオン
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草
雑 の
一

作
耕一司一

耕 特
耐

三三冤垂室讓
〆

／
耐
性

農 技

穐 性

聯
乾
燥
嗽

‐
ノ
ノ
性

路 技

三篝壽臺
食虫

ロ 特性耐

雑 の
草

空き地に繁茂したセイタカアワダチソウの群落。秋の都会の空き地では，

おなじみの風景だが,最近はススキが混生するようになった。

オオアレチ

心

空き地の植生の移り変わり

鬘
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野草摘みにあたっての注意

根こそぎとらないように

（自分だけでなく，あとの人の分も考えて）

必要な部分を利用できるだけ

ユリの球根などは必ず鱗片を数枚残そう。

畑や田んぼの作物や施設を荒らさないように

摘んだものはよい状態で持ち帰ろう

1

ワ
］
、
．

◎
タ
ケ
ニ
グ
サ
（
ケ
シ
科
）

丘
、
原
野
な
ど
に
生
え
る
多
年
草
で
、
草
丈
一
～

剥
識
蕪
畷
蕊

花や新芽は小さなビニール袋に少しずつ入れる。

少し大きめにとる。

野草採りに適した服装で

長袖・長ズボン・帽子・タオル・安全な靴

毒を持つ動物には触れない

要注意

・スズメバチやアシナガバチの巣の周辺には近づかない。

・ムカデ，マムシにはさわらない。

・イラガ，アオバアリガタハネカクシに触れたりつぶし

4

5

たりすると大変です。

6毒草を採らない

（1）触れるとかぶれたり痛くなったりする植物

ハゼノキイラクサ

（2）食べると中毒を起こす植物

タケニグサ
ど'11

ョ－シュヤマゴボウもり
有脈

イヌホオズキ毒§

◎
イ
ヌ
ホ
ウ
ズ
キ
（
ナ
ス
科
）

山
地
か
ら
野
原
、
空
き
地
ま
で
生
え
る
一
年
草
。

草
丈
約
四
○
セ
ン
チ
。
花
期
は
夏
～
秋
。
白
色
で
経

○
・
三
セ
ン
チ
。
果
実
も
小
さ
く
○
・
三
セ
ン
チ
ほ

ど
。
全
草
に
毒
が
あ
り
、
食
べ
る
と
嘔
吐
、
下
痢
、

呼
吸
麻
庫
を
起
こ
す
。
近
縁
の
マ
ル
バ
ノ
ホ
ロ
シ
な

ナガバノハエドクソウ

キツネノボタン

ウマノアシガタ

マムシグサ

ムサシアブミ

ヒガンバナ

センニンソウ

ツリフネソウ

マユミ ◎
セ
ン
｜
｜
ン
ソ
ウ
（
キ
ッ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
科
）

山
野
、
土
手
、
道
ば
た
に
多
い
多
年
生
つ
る
草
。

花
期
は
夏
、
白
色
。
果
実
の
白
い
羽
毛
を
仙
人
の
髪

に
な
ぞ
ら
え
て
名
が
あ
る
。
全
草
に
毒
が
あ
り
、
汁

液
が
皮
膚
に
つ
く
と
炎
症
。
食
べ
る
と
口
内
が
腫
れ
、

胃
、
腸
が
た
だ
れ
、
下
痢
、
血
便
を
出
す
。

◎
マ
ユ
ミ
（
｜
｜
シ
キ
ギ
科
）

本
州
、
九
州
の
山
に
生
え
る
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

落
葉
樹
。
花
は
初
夏
、
緑
白
色
。
雌
雄
異
株
。
果
実

は
経
一
セ
ン
チ
、
秋
に
熱
し
紅
色
。
裂
け
て
赤
い
肉

質
に
包
ま
れ
た
種
子
が
露
出
す
る
。
こ
の
肉
質
を
誤

食
す
る
と
、
下
痢
、
嘔
吐
。
は
な
は
だ
し
い
と
心
臓

麻
痩
。
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野草の食べ方

1生で食べる

イチゴやシャシャンボ，クワ，ヤマモモなどの果実やスダジイやコジイなどのドングリ，ヤ

マノイモのムカゴやイモなどはそのまま食べられます。また，花の多くは，サラダの材料にし

て食べられます。

2塩を少し入れてゆでて食べる

あくの少ないツユクサ，ヤブミョウガ，セリ，オランダガラシ，イワタバコなどは，たっぷ

りのお湯でひとゆでするだけでおいしくいただけます。

そのあと，おひたしにしたり，マヨネーズやドレッシングをかけてたくてもよいでしょう。

3ゆでてあくを抜いて食べる

ほとんどの野草にはあくがあり，そのままでは苦くて食べられません。また，このあくは成

長とともに強くなっていきます。いったん食塩を入れてゆがいてから，水で何度もさらすとあ

くがなくなります。また，木灰や重曹（ソーダ）を入れてゆがくと早くあくが抜けます。その

ときも，水でさらすこともお忘れなく。

4天ぷらで食べる

植物に含まれるあくを熱で分解させる方法に天ぷらがあります。衣をつけて天ぷらにします

と，ほとんどの植物が食べられるようになります。ただし，オオバコの葉などは風船みたいに

ふくらみ，破裂して危険ですので，予め切れ目を入れておくことが大事です。

5煎って食べる

マテバシイやクヌギ，スダジイなどのドングリはそのままで

食べられますが，やや生ぐさく，しぶみもあるので，フライパ

ン等で煎って食べるとおいしくなります。

鼬塩漬け法

山菜の重さの15～20％の塩を使う。水が

上がってきたら，重石を半分の重さにする。

た
っ
ぷ
り
塩
を
ふ
る

い
ち
ば
ん
上
に
は

愚ボリ容器

篝
鼬
ワ
ラ
ビ
・
ゼ
ン
マ
イ
の
あ
く
抜
き

山菜
塩

なめ）(少

塊
塩
抜
き●

□
た
っ
ぷ
り
の
水
に
入
れ

火
に
か
け
る

煮
た
た
な
い
う
ち
に

お
ろ
す

666

サ

66

湯
が
さ
め
る
ま
で
放
圃

一
～
二
回
か
き
ま
ぜ
て

水
で
一
～
二
回 諺墜
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木灰カップ％
1＝＝

帥
凶

③灰の上から熱湯を注い

で，ワラビが木灰汁に

浸るくらい入れる

②木灰をワラビの上に入

れまぶす。木灰はワラ

ビー束（直径5cmくら

い）に対してカップ％

①大きめの鍋かポリバケ

ツなど深めの容器に，

ワラビ（ゼンマイ）の

束をほぐして入れる

謡椰婦

OMO6

〈松 |鰯I
ー

ユグググ

画

⑥ワラビをかんでみて，

まだあくが残っていた

ら。水に2～3時間さ

らすとよい

⑤一昼夜たったらワラビ

をとり出し，鍋にたつ

ぶりわかした湯に入れ

て，ひとゆでする

④ワラビの上に押しぷた

をして，重石をのせて

おく
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上野原台地で食べられる植物

☆は帰化植物（明治以降日本に入った植物）

－66－

謡･葉 泌胞蕪擬簡 桐‘鮒

タ
ケ

メダケ

ホウライチク

マダケ

ホテイチク

春
夏
春
春

イ
チ
ゴ

ナワシロイチゴ

ホウロクイチゴ

クサイチゴ

ナガバノモミジイチゴ

春
春
春
春

ド
ン
グ
リ

スダジイ

マテバシイ

コジイ

クヌギ

コナラ

秋
秋
秋
秋
秋

シ
ダ

ゼンマイ

スギナ

ヮラビ

春
春
春

春
春

冬

木
の
芽

タラノキ

クサギ

キブシ

ハナイカダ

春
春
春
春

クワ 春

木
の
果
実

シャシャンボ

イワガネ

イズセンリョウ

ハクサンボク

ガマズミ

ナワシログミ

アキグミ

ヤマモモ

春
冬
秋
秋
秋
秋
春
秋

花 ヤブツバキ 冬 夏

そ
の
他
の
野
草

アキノタムラソウ

オオバコ

スミレ

ドクダミ

ハコベ

アオビユ ☆

ツユクサ

チガヤ

シュンラン

スベリヒユ

春
春
春
春
夏
夏
春
春

夏
春
春
春
夏

年

謡’葉 花砲弾辮瀞 桐･鮒

ツ
ル
に
な
る
植
物

クズ

エビヅル

サルトリイバラ

ヘクソカズラ

アマチャヅル

ヤマフジ

カラスノエンドウ

ヤマノイモ

ビナンカズラ

ムベ

ミツバアケビ

アケビ

カラスウリ

春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春

秋
春
秋
秋
冬
秋
秋
秋
夏

冬
秋

キ
ク
の
仲
間

ベニバナボロギク☆

ヒメムカシヨモギ☆

オオアレチノギク☆

ヨモギ

ツワブキ

ヒメジョオン☆

ヌマダイコン

ダイコンソウ

セイヨウタンポポ☆

ノアザミ

オニタビラコ

春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春

春

セ
リ
の
仲
間

ヨメナ

セリ

ミツバ

オオバチドメ

ノチドメ

春
春
春
春
春

久
～

タ
デ
の
仲
間

イタドリ

ズ
ヘ
ヘ
ヘキ

アオミズ

スイバ

ギシギシ

春
春
春
春
春

シ
ョ
ウ
ガ

ミョウガ

ヤブミョウガ

ハナミョウガ

春
春
春

夏
夏

ユ
リ
の
仲
間

ス
リ

ギ
リ
ユ

ト
ユ
ニ

ト
ニ
オ

ホ
オ
コ

ノビル

ウバユリ

春
春
春
春
春

夏
夏
夏 冬
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<昆虫〉

昆虫の種類と個体数について調べよう

1目的

県内には，約150種のチョウ類，約100余種のトンボ類，約3000種の甲虫類，約100種

のアリ類などの昆虫が生息しているといわれます。私たちの周辺で観察できるのは，この中の

3分の1程度で，チョウ類で50種余です。

市街地付近で身近に観察できる昆虫の種類を調べてみましょう。見られたすべての個体数を

記録していくと，どんな所にどんな昆虫がいるのか，また季節によってどんな昆虫がよく見ら

れるのかなど分かります。

2観察のポイント

（1）道路，街路樹，公園内，花壇など場所ごとに区別して調べます。

（2）採取した時間，場所，昆虫の名前，雌雄の別，気付いたこと（昆虫をつかまえた時のよう

す……花の上，飛行中，交尾中，石の下などの観察）を記録する。

（3）たくさん見られる昆虫は，見た個体数を個体数の欄に正の字で記録していく。

(4)成虫だけでなく，幼虫や蛸，卵なども見つけたら採取する。

昆虫の体のつくりを調べよう

1目的

昆虫でもその種類によって羽，口，触角，足などの形はそれぞれ違っている。つかまえた昆

虫の体の一部（例えば足）をきめ，種類によってそれがどんなようすをしているか観察しよう。

そして，そのような形をしているのはなぜなのか考えてみよう。

2観察のポイント

（1）昆虫の体のどこ（羽，口，触角，足など）を調べるかきめる。

（2）ルーペ等を使い，形，色，動き，てざわりなどくわしく観察する。

（3）記録用紙にスケッチと言葉で記録する。

（4）観察がすんだら，標本にしないものは逃がす。

－67－



/へ、

その他の観察

街灯にくる昆虫を調べよう

(1)街灯や明かりをつけて集まってくる昆虫の種類や個体数など

(2)時間ごと集まる虫の数は（何時ごろが多いか）

(3)季節によって集まる昆虫の違いは

1

2昆虫の一生を調べよう

（1）身近に見られる昆虫を卵から飼う

（2）何を食べているか

（3）生活のようす（一日の動き）など

3家の花壇にくるチョウを調べよう

（1）どの花にきているか

（2）一日の中でよくくるのはいつごろだろう

（3）季節による違いはどうだろうか

昆虫の食べ物を調べよう

チョウの幼虫はどのような植物をたべるか

いろいろな昆虫の食べ物を調べよう

ほかの虫をとらえてたべる，ほかの虫や動物の血をすって，

4

１
１
１
２
１
１

ほかの虫をとらえてたべる，ほかの虫や動物の血をすって，木や草の葉をかじる茎にもぐっ

てかじる，木や草のしるをすう，花のみつ，木の樹液，落ち葉動物の死骸，動物の糞など

(3)口の形は

家の中の昆虫を調べよう

家にいるゴキブリやハエ，力，アリなどの種類は何だろう

いつごろよく見られるのか（天気は，時刻は，時季は）

どんな食べ物を食べているか

体のしくみはどうなっているか

5

１
１
１
１

１
２
３
４

１
１
１
１

6ごみに集まる昆虫を調べよう

（1）庭にすえた空き缶にごみのえさを入れると，どんな昆虫が集まるだろうか

（2）えさ（肉，魚，野菜くず，ビスケットなど）によって集まる昆虫も違うのだろうか

（3）時季によって違いがあるのだろうか
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都市の自然一水の中の動物一

水の汚れの程度や川（溝・池）底・岸辺の様子が変わると，住んでいる動物の種類も変わって

しまうことが多いようです。

たくさんの人々が住む町やその周辺では，人々が豊かで安全に暮らせるように川や池の一部を

造りかえている所がたくさんみられます。

そういう所にはどんな動物が住んでいるのでしょう。自然にちかい川（池）の動物と比べてみ

ましょう。また，採集した動物から水の汚れの程度を調べてみましょう。さらに，お年寄りに何

十年か前の頃の様子を聞いて，今の様子と比べてみましょう。

1 調査を始める前に

(1)調査内容を確認する。

(2)調査地点を決める。

(3)係り分担（記録，計測，カメラの係りなど）を決める。

2調査の方法

（1）川（溝・池）やその周辺の様子を調べる。

川の周辺や岸辺・底の様子，水のにおいや濁り・色，流れの速さ，川幅，深さなどから，

人間生活の影響の程度を調べる。

(2)動物を採集する。

流れの速い所。遅い所，底が石の所・泥の所，植物がある所・ない所などいろいろな場所

で，ざるや網，サーバーネットなどを使って採集する。

（3）動物の名前を調べる。

現地では，わかる範囲で仲間分けをする。正確な名前は，80％アルコールの入った管び

んに入れて持ち帰って調べる。（ただし，魚は5％フオルマリン）

（4）水の汚れの程度を調べる。

環境庁や建設省の「水生生物による水質の簡易検査」の方法で，調査地点の水の汚れの程

度を調べる。

（5）その他

流れの速さと体のつくり，えさと口のつくりなどを調べる
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(参考）

流れのゆるやかな砂泥

質でのざるによる採集

採集物を80％アルコー

ルに入れて固定

石れき底でのサーバー

ネットによる採集

Ｌ
）
〉
ｕ
）

、

灌
毒
涌
置

易
、

、

ﾐー画､転奎
②
奄
一

や琴

川の流れと住んでいる動物

〆早瀬 淵平原
一一

… 黙黙竜一鵜零デﾏー 劣飼
へビトンボ

（3～6cm)

二言悪ニニ
コカクツツ

トビケラの巣

毎祭顯
、フタスジ

諸三郷冨弓享受一●
チラカゲロウ0

（'～'.5cm);
■
■
■
０
９
０
●
●
□
Ｏ
ロ
ー
■
Ｕ
●
■
》

”

箸
’
０
０
０
１
０
０
１
１
０
０
１

■
■
』
一

(1m）

海Ⅶ ：萱ヒメサナエ（1～1.5cm)

譽琴１０
０
０

０
０ ヤマサナエ

（2～3cm)夕
刎
ラ
５

ヒ
ウ
Ｌ

ノ
ロ
ー

エ
ゲ
ー

ウ
カ
く

オナシカワゲラ

（1m）

ウスバガガンボ

ｊ

ワ
、
力
３

ガ
ラ
ー

ナ
ゲ
、

ゲ
ビ
２

ヒ
ト
く

ミツトゲマダラ

カゲロウ

（1.5～2m）

(1m)
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環境庁の指標生物

Iきれいな水

類ウ

タ
ロ

零
〃5.ナガレトビケラ

ヤマトビゲラ類

1.ウズムシ

4.カワゲラ類

Ⅱ少し汚れた水

8．5
10.ヒラタドロムシ類と1l

カゲ
トビケラ類9

Ｊ

６
０

ビトンボ類

Ⅲ汚れた水

14.サカマキガイ11.サホコカ
12.ヒル類 13．ミズムシ

Ⅳたいへん

汚れた水

16.イトミミズ類1『一

_LO
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△
ロ総 判定法

(1)きれいな水（貧腐水性）

a.カゲロウ，カワゲラ，ヘビトンボなどの水生昆虫が15種類は見つけることができる。

b.ヒゲナガカワトビケラ科とカゲロウ，カワゲラ，ヘビトンボの多い所。

c・シマトビケラ科とカゲロウ，カワゲラ，ヘビトンボの多い所。

d.カワニナ，マシジミと他の水生昆虫が多く混じっている所。（ゲンジボタルも含む）

e・ムカシトンボ，ヒメクロサナエ，クロサナエ，クロツツトビケラ，カクスイトビケラな

どのいる所。

(2)少し汚れた水（β中腐水性）

a・ヒゲナガカワトビケラが多く，他の水生昆虫が少ない所。

b.シマトビケラ科が90%を占める水域。

c・コガタシマトビケラ，オオシマトビケラの多い水域。

d・カワニナ，マシジミが多く，代表生物になっている所。

e.ヤマサナエ，アオサナエ，タベサナエ，ダビドサナエ，オナガサナエ，コオニヤンマ，

オニヤンマ，コヤマトンボなどのいる所。

(3)汚れた水（α中腐水性）

a・ゲンゴロウ類，ガムシ類，タイコウチ，ミズカマキリなどのいる所。

b.ミズムシ，ヒル類，タンスイカイメン，コケムシの多い所。

c・ドブシジミ，ヒメタニシの多い所（ヘイケボタルも見られる)。

(4)たいへん汚れた水（強腐水性）

a.赤いユスリカ，ハナアブ，コウカアブ，ホシチョウバエなどの多い所。

b.イトミミズが多い所。

C.アメリカザリガニが多い所。
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記録用紙（1）

調査年月日 整理番号

調査地名

調査者氏名

調査場所

周辺の状態 調査地スケッチ

岸辺の状態

川底の状態

水のにおい

水の濁り

その他

川幅 水深 流速 水温 気温

種 名 多・少 種 名 多・少
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記録用紙（記入例）（2）

調査地点(NO)

年月日

時刻

天候

水温（℃）

川 幅(m)

生物を採取した場所

生物採集場所の水深(cIn)

流れの速さ

川底の状態

水のにごり におい

その他気のついたこと

都道府県名

河川名

P、

調査機関名

調査責任者名

（） （）

95・5・1 ●●

10：00

くもり

12．0

5

川の中心

15

はやい

頭くらいの石多い

きれいアユがいる

水質階級 指標生物 出現した指標生物の間に○印を，最も数が多かったものに●印をつける。

I

きれいな水

I Ⅱ

Ⅱ

少しよごれた水

Ⅲ

きたない水

Ⅲ Ⅳ

Ⅳ

大変きたない水

水質階級の

判定

1．ウスムシ類

2．サワガニ

3．ブユ類

4．カワゲラ類

5．ナガレトビゲラ．

ヤマトビゲラ類

6．ヒラタカゲロウ類

7．ヘビトンボ類

8．5以外のトビゲラ類

9．6 11以外の

カゲロウ類

10．ヒラタドロムシ

11．サホコカゲロウ

12．ヒル類

13．ミズムシ

14．サカマキガイ

15．セスジユスリカ

16．イトミミズ類

水質階級

1．出現した指標生物

の種類数（○＋●）

2．最も数が多かった

指標生物の数（●）

3．合計（1＋2）

その地点の水質階級

○

○

○

○

●

I Ⅱ Ⅲ Ⅳ I Ⅱ Ⅲ

5 1 0 0

1 1 0 0

6 2 0 0

1

※環境庁の水質階級の判断は，原則として水深30clll前後，流速30～40cm/秒の瀬で行う。

※流速：非常に速い(60cIIl/秒以上),速い(60～30cm/秒),遅い(30cm/秒以下）

－74－
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記録用紙（3）

昔（年前の頃）の川の様子 (教えてくれた人： ）

流れの速さと体のつくり

－75－

川の周辺

川の岸辺

川底

その他

住んでいた動物名

種 名 体のつくりの特徴

早
瀬

平
瀬

淵
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〈烏〉

野鳥に親しも う

日本では約550種の野鳥が記録されています。そのうち鹿児島県内では約380種が観察され

ています。これほど多くの野烏が観察される地域は少なく，野烏の国・鹿児島と言えるでしょう。

これは，本県には豊かで多様な自然がたくさん残されていることや，南北600mに延びる本県全

体が烏の渡りのコースにあたっていること，それに，南西諸島だけに生息する種がいることなど

によります。

ところで，最近，人々の野烏への関心が高まり「うちの庭にいろんな烏がくるんだが，何とい

う烏だろうか」という声をよく耳にします。庭や公園にやってくる野烏の姿を見ていると，その

名前を知りたくなります。名前を知ることが親しみや楽しみを覚える第一歩です。さあ，双眼鏡

と図鑑を携えて野外に出てみませんか。

1準備しよう

双眼鏡

倍率は7～9倍程度で，持ち運

びに便利な大きさ，重さのものを

そろえましょう。

図鑑

｢フィールドガイド日本の野鳥」

日本野烏の会

｢山野の鳥」「水辺の烏」

日本野烏の会

｢日本の野鳥」 山と渓谷社

｢野鳥」全4冊保育社

｢奄美の野鳥」 奄美野烏の会

2こころがけよう

－76－

望遠鏡

近づきにくい水辺の鳥や，警戒

心の強い烏などを観察するのに

あれば便利です。倍率は20

～30倍程度のものが見やすいよ

うです。三脚が必要になります。

野帳(観察記録ノート）

ポケットに入るぐらいの大きさ

のものが使いやすいでしょう。観

察した日時，場所，きづいたこと

など何でも書き込み記録として残

しましょう。

鐙
綴輩
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野 鳥を知ろ
－

つ

各部の名称（フィールドガイド日本の野鳥より）1

はんびせん
とう4Jうせん

頭央線眉斑(眉線）
とう暑くせ人

一頭側線

¥郡蝋
一鎖臘

かくせ人

一顎線
昌いせ人

-i思線

笠
別

唖
羽

うかく

羽角

LJうあま邪知

冬SOIパ 力Lつ

三 列風切

わ2はオユ

腋羽

－77－
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2鳥の大きさ（全長）「ものさし

スズメ（全長14.5m)ムクドリ（全長24m､） ハシプトガラス（全長56cm)キジバト（全長33cm)

3特徴をとらえる「フィールドマーク」を見つけよう！

・体型やシルエットは？・色や模様は？・姿勢は？・くちばしの形は？

1

｛

モズ
シジュウカラ（ぶら下がる）

コゲ る）

4いろいろなしぐさじっくり見てみよう!

(1)飛び方

●直線飛行…”･ムクドリ，キジバトなど

燕.…鷺霊､蕊霧軸蕊矧

●波状飛行･…･･ヒヨドリ，ハクセキレイなど

漣､､－－
(2)歩き方

●ウォーキング････“ムクドリ，キジバト，ハクセキレイなど（地上で多くの時間を過ごす鳥に多い）

凸 鐸 ，了伶I

妄 -＞－ 妄

季委一

●ホッピング．．…･ツグミ，スズメ，ホオジロ，オナガなど（樹上で多くの時間を過ごす烏に多い）

這
一
↓
妾

一
一

一
芸
妾
妾
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(3)頭のかき方

間接頭かき（スズメ）直接頭かき（キジバト）

(4)尾のふり方

（

5鳥の分け方

春 夏 秋 冬季 節 冬

例

月 122 3 4 5 6 ７ 8 10 111 9

夏烏（なつどり） ○ ○ ○○ ツバメ，オオルリ△ △△ △

冬烏（ふゆどり） ○ カモ,ツル,ツグミ○ ○ △△ △ △

旅烏（たびどり） シギ，チドリ△ △△ △ △ △

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○留烏（りゅうちよう） スズメ，キジ

(1)夏烏（なつどり）．えさの豊富な春から夏に日本へ飛来し，繁殖します。えさの少な

い冬は南の国へ帰っていきます。

(2)冬烏（ふゆどり）．北の大陸で春から夏に繁殖し，寒い冬になると，暖かい日本へ来

て過ごします。

(3)旅烏（たびどり）.南の国で冬を過ごし，繁殖地の北国へ行く途中（春）で日本に立

ち寄ります。また，子育てを終えて南の国へ帰る途中（秋）にも立

ち寄ります。日本は旅烏の重要な栄養補給の基地になっています。

(4)漂烏（ひようちょう）．日本国内を季節によって移動する烏です。

(5)留烏（りゆうちよう）．ある地域で一年中見られる烏で，日本全体でみれば漂烏も留

鳥といえます。
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都市に生きる烏たち

近年，町中で見られる野烏がふえているといわれています。都市は，人が生活するために作り

上げた特殊な環境で，決して烏たちにとってすみよいところとはいえません。そんなところにど

うして野鳥が進出してきたのでしょう？

都市進出の要因として，都市部での緑化がさかんに行われたこと，食物（残飯などのゴミ）が

得やすいこと，建造物を繁殖（子育て）の場として利用できることなどがあげられます。また，

烏たちの方も，人や車，照明，騒音などを恐れなくなったり，食物が変わったりして，都市での

生活により適応できるように，いろいろな習性を身につけてきたことにもよります。さらには，

人が自然や野鳥を保護するようになったことも，野烏の都会進出を促した一因と考えられます。

町中での烏たちの生活を観察してみましょう。

1都市は“レストラン”

都市で見られる野烏の多くが，人の食べ物＝残飯・加工食品と結びついています。えさがふ

えると，子育ても容易になり，烏の数もふえてきます。さらには，これらの烏をねらうワシ.

タカなどの猛禽類も進出してきます。

(1)ヒヨドリ（本来，林にすんでいた烏）

都市部では雑食化が進み，加工食品を食べたり，

ジュースなども飲みます。

(2)ハシブトガラス（本来，森の烏で，英名はJungleCrow)

明け方，人通りが多くなる前に，ゴミ置き場で生ゴミ

をあさっています。チリ捨場では集団でみられます。

(3)ユリカモメ（本来，海や河口の烏）

海からはなれたゴミ処分場で，えさをとるよう

になりました。

(4)カモ類（本来，警戒心が非常に強い烏）

都市公園の池などで，人からえさをもらって

生活し，ほとんど警戒心がないものもいます。

(5)チョウゲンボウ（本来，断崖で繁殖）

都市にふえたドバトをえさに，ビルのテラスを

繁殖場にしている例が知られています。

，》

I

一上､

2都市は“ゆりかご”

人通りの多い市街地の街路樹や，ビルの軒下，

にしている烏たちがいます。保護してくれたり，

全地帯なのです。

駅のホームの天井などを，ねぐらや営巣場所

無関心でいてくれる人間のそばは，意外と安
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竺亀

(1)キジバト（本来，森の烏でヤマバトともよばれている）

駅のホームの天井や街路樹に巣をつり，巣の材

料には，ビニールひもや，紙くずなどの“新建材”

が多く使われています。

(2)ムクドリ（本来，樹木の多い集落周辺に生息する）

県立博物館前の中央公園のケヤキが集団ねぐら

になっており，夕方，7時半頃から集まりはじめ

ます。最近，“糞害”による苦情も聞かれます。

(3)イワツバメ（本来，岩場などに巣をつくる）

ビルの壁面は，本来の巣作りの場所である岩場と

似ており，しかも，つねに人の出入りがあるため，

天敵が近寄らない利点があります。しだいに，都市

部に分布をひろげています。

3ネオンや街灯のもとで……

都市の夜のこうこうとした灯を利用して生きる烏たち

4

(1)ゴイサギ（本来，夜行性で，水田や河口で餌をとる）

最近，街中の小さな川面にうつるネオンの明か

りを利用して小魚をとることが知られています。

(2)ツバメ（本来，昼行性で夜は活動しない）

繁殖期には，街灯に集まる虫をもとめて，夜も

飛び回っています。

ベランダは楽園

庭やベランダに置いたえさ台には庭やベランダに置いたえさ台には，思いのほか，いろいろな野鳥が集まってきます。特に，

えさが乏しくなる冬には，7～8種類の野烏がやってきます。

ヒヨドリ，メジロ，シジュウカラ，ヤマガラ，ツグミ，ムクドリ，スズメ，コゲラ

カワラヒワなど

溌愈､

"叙
戸

メジロ シジュウカラ コゲラ カワラヒワ
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都市の水辺の鳥たち

水源の少ない都市では，川や河口が烏たちの貴重なオアシスになっています。水辺には烏たち

がたくさん集まり，滞在時間が比較的長く，見晴らしもよいので，野鳥観察に最も適した場所と

いえます。烏の種類や行動を観察してみましょう。

1白サギのなかまの見分け方

2サギのコロニー

春先の繁殖期になると，数百羽が，松林や竹林など

に集まって巣作りをはじめます。繁殖が終わり，秋に

なると，繁殖コロニー（集団繁殖

場所）はなくなり，夜に一緒に寝

るための「ねぐら」が形成されま

す。繁殖コロニーとねぐらが同じ

場所であることもよくありますが，

繁殖コロニーの方がよりエサ場に

近い傾向があります。

3サギの体の名称

しB》
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種名 ダイサギ チュウサギ コサギ アマサギ

羽 夏羽
１
１
１
１
冬 羽 夏羽

０
１
１
１
久
、 羽 夏羽

５
０
１
１ 冬 羽 夏羽

０
０
１
１ 冬 羽

全長 90cm 68cm 61cm 51cm

体の色 純白

１
１
１
１

１
１
１

純 白 純白

１
１
１
１

１
１
１

純 白 純白

０
１
１
１

８
１
１

純 白
榿色が

目立つ

０
１
１
１
１
１

ほとん

ど白色

くちば

しの色

目先の

色

夏

■■q■■－1■■

冬

q■■■■■一一一q■■一一．■■b一一一一一一一一一一一一

黄

黒

■一一一ー一一一ー一一1■■Fーーﾛ■■q■■｡■■1■■一一一一 ひ一一一一－一一一一一一一一一一一一ー一一一一一 一一一一一－－1■■一一一一一一一一一一一ーロ■■

黄

足の色 黒色
１
１

１
１
０

黒 色 黒色
０
１
１

１
０

黒 色 黒色
１
１

１
１
０

黒 色

I

赤褐色｜黒褐色
0

足ゆびの色 黒色 黒色 黒色 黒色 薄黄緑 薄黄緑 黒色 黒色

冠羽 － あり 榿色 －

棟の飾羽 あり あり
－

あり あり 榿色 －

腰の飾羽 あり
１
１
１
１

一 あ り
１
１
１
１

あ り
１
１
１
１
あり 榿色

１
１
１
１

区 分
留鳥 おもに夏鳥，冬も

少し見られる

留烏 おもに夏烏，冬も

見られる
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<地質〉

川原の石ころを調べてみよう

川原には大きい石ころや小さい石ころ，砂や泥がたまっています。これらはどこからやってき

たのでしょう。また，どのようにしてこのようになったのでしょうか。それを調べるために，次

のようなことを調べてみましょう。

（1）川原のどのような場所に，何がたまっているか調べてみよう

川は真っすぐになったり，まがったり，よどみをつくったり，早瀬をつくったりします。

身近にある川の様々な場所で，どんなものがたまっているか，その広がりはどれくらいか，

簡単な地図をつくって調べてみましょう。

地図をつくるときには，川の周辺の建物や樹木，岸にある植物の様子なども書き入れてお

くと，後で便利です。

また，スケッチではなく，巻き尺などで実際に距離を測ってみて，それをもとに図を書く

ようにすると正確です。

－83－

例

A

観察地点の川原の平面図
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(2)石ころの大きさを調べよう

川原にはいろんな大きさの石ころがありますが，それらの大きさをはかってみましょう。

ある広さを決めてはかった方が便利なので，物差しで1rn×1nlの枠をつくり，その中の

石ころの大きさをはかります。大きさをはかる方法は，石ころの一番長い方向の長さを物差

しではかります。それを巨大・大・中・小の大きさに分けてみましょう。

非常に大きい:25cm以上（人頭大以上）

大きい 5cmから25cm(人頭大からこぶし大）

中くらい:0.5cmから5cm(こぶし大からだいず大）

小さい :0.5cm以下（あずき大）
a：長径b:中径c：短径

(3)石ころの形を調べよう

川原にある石ころの形にはいろんなものがあります。石ころが何からできいるかで，石こ

ろの形は違ってきます。たとえば砂や泥がかたまってできた石ころは，薄っぺらな形になり

やすく，マグマが冷えてかたまってできた石ころは，だんご形や棒の形になりやすいです。

川原にある石ころがどのような形になっているか調べてみましょう。

薄い箱形：薄いマッチ箱の形（板状）をしている

厚い箱形：厚いマッチ箱の形をしている

だんご形：だんごのように丸い形をしている

棒の形：長くて棒のような形をしている

れき，砂，泥の区別は粒の大きさで分ける。

レキ レキ岩
2 m、 1■■■■■■■■■■■■

砂 砂岩
1/16mm 一

盤ﾄ｝
泥 泥岩ケツ岩粘板岩
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(4)石ころのすりへりぐあいを調べよう

川原にある石ころには丸いものや角張ったものなどがあります。これらがどのようになっ

ているか調べてみましょう。

角ばっている：角がとがって，ゴツゴツしている。まわりのデコボコがはっきりしている。

中くらいの丸さ：角ばっているものと丸いものとの中間のもの。丸いが少し角ばっている。

丸い：角がとれてツルツルしている。

角ばっている 中くらい 丸い

(5)石ころの種類を調べよう

川原にある石ころは，色がちがったり，表面の模様などがちがいます。これから石ころの

種類を分けてみましょう。岩石はでき方によって，①火成岩（マグマが冷えてかたまった

もの)，②たいせき岩（れき，砂，泥がかたまったもの)，③変成岩（もともとあった岩

石が熱や圧力を受けて変化したもの）の大きく3つに分けられます。火成岩はマグマが冷え

てかたまった深さで，火山岩，半深成岩，深成岩に分けられます。

火成岩分け方

造岩鉱物
石

深成岩 カコウ岩 センリョク岩 ハンレイ岩 超塩基性岩

半深成岩 カコウハン岩 ピン岩 キリョク岩

火山岩 流紋岩石英安山岩 安山岩 玄武岩

SiO2% 665245
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玄武岩………色が黒くて重い。風化した表面は黄色になる。カンラン石が入っている。

安山岩………色は灰色で，表面に黒い鉱物（輝石）や白い鉱物（長石）が見える。県内でも

っとも多い火山岩。

流紋岩………色が白く，流れたような模様がある。表面に黒い雲母が見える。

カコウ岩……色が白く，大粒の鉱物が見える。表面に黒い鉱物（雲母）や白い鉱物（長石）

が見える。

たいせき岩の分け方

れき岩………れきがかたまってできた岩石。

砂岩…………砂がかたまってできた岩石。粒のあらいものから細かいものまである。

泥岩…………泥がかたまってできた岩石。

火山砕屑岩…火山灰や軽石などがかたまってできた岩石。軽石やスコリアが入っていること

がある。

凝灰岩………………火山灰がかたまってできた岩石。

火山れき凝灰岩……火山れきと火山灰がかたまってできた岩石。

凝灰角れき岩………火山れきの多い岩石。

溶結凝灰岩…………軽石や火山灰が溶けてかたまった岩石。黒い色をした黒よう石が入っ

ていることがある。

そのほかに，石灰岩やチャート，珪藻（けいそう）土などがある。

変成岩の分け方

変成岩はもともとの岩石がおもに熱を受けてできた熱変成岩と，おもに圧力を受けてでき

た広域変成岩の2つに分けられる。

広域変成岩…平くったく割れやすい結晶片岩などがある。

熱変成岩……砂岩や泥岩がマグマの熱を受けてかたくなったホルンフェルスと，石灰岩が熱

を受けた大理石がある。
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(結晶が見える）

結晶の並び方を見る

(方向性がない）（方向性がある）

組織を見る

(等粒状） (斑晶状）

(つく）（つかない）

｜’
A B C ，

結晶質石灰岩
（大理石）

ヘンマ岩

結晶片岩

カコウ岩
センリョク岩

ハンレイ岩

半深成岩
火山岩
ホルンフェルス

岩石の分類

岩石

0.5mmより大きい鉱物の結晶の有無を見る

(結晶が見えない）

鬮鯛 （鰯 ）
泥のように細かい粒

子,0．3mm以下の結晶
が入っているもの

E

黒曜石
松脂岩

F

軽石
溶岩
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(霧）（黙）

(つく）（つかない）

｜’
G HI 』

泥岩
ケツ岩
粘板岩
結晶片岩

れき岩

砂岩

火山角れき岩

凝灰角れき岩

凝灰岩

火山れき凝灰岩

’
泥岩
ケツ岩

凝灰岩
石灰岩

流紋岩・
玄武岩
ホルンフェルス

チャート
ケイ岩
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身近な土の種類を調べてみよう

家の近くのがけには岩石と一緒に土や軽石などもたまっています。これらの土は赤色や黄色を

していたり，真っ黒い色をしています。手でさわると指などにくっついてなかなか取れません。

これらの士はどこからきたのでしょうか。

(1) 土や軽石などのかさなり方を調べてみよう

がけや切りとおしに行って，土がどのようにかさなっているか調べてみましよう。士の厚

さや色のちがい，入っている粒の違いなどを調べてみましょう。

土や軒石な淫の角

黄色………濃い，

赤色………濃い，

黒色………濃い，

茶色………濃い，

中間，

中間，

中間，

中間，

い
い
い
い

薄
薄
薄
薄

土や軽石などの厚さ

物差しではかる。cmの単位ではかる。土と土のさかいめは遠くから見て，だいたいの線

を引く。

含まれる粒の違い

軽石………大（こぶし大以上)，中（だいず大からこぶし大)，小（あずき大）

石ころ………大（こぶし大以上)，中（だいず大からこぶし大)，小（あずき大）

土のかたさ
#

やわらかい，中くらい，かたい

粘土分の入り方

粘土分が多い（ベタベタする)，中くらい，粘土分が少ない（サラサラする）

割れ方

ヒビが入っている，ヒビが入っていない

土の移り変りのちがい

上や下の士とはっきり分かれる，少しずつ変わっていく
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(2)土や軽石などの中に何が入っているか調べてみよう

がけや切り通しから土や軽石などを取ってきて，中に何が入っているか調べてみましょう。

土や軽石はすりつぶして，水を入れてにごりが無くなるまで洗って，かわかしてからルーペ

や顕微鏡で調べてみましょう。

入っている鉱物の見分け方

鉱物の名前

石英

正長石

斜長石

黒雲母

角閃石

普通輝石

しそ輝石

かんらん石

磁鉄鉱

火山ガラス

形

今茱皇簔ん玉〆
⑳ 直方体

ク 直方体

9 六角板状

⑰雪辮角”
⑦

｡
⑥

令

釦＝

短い柱状

やや長い八角柱状

まるみがある

正八面体

バブルウォールタイプ

ファイパータイプ

色

無角秀明

無色透明

～乳白色

無色透明

～乳白色

軍
βOQb

酸化すると金色

黒～黒緑伝

黒～暗緑色

黒褐色～褐色

オリーブ色

軍
夕00、

無色擁明
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その他の特徴

ガラス光沢がある

割れ口は貝殻状。透明度高

透明度は低い

透明度は低い

四角っぽい

ペラペラはげやすい

平らな面は光沢がある

強い光沢がある

つぶすと針状に割れる

八角柱状をしている

光沢はあまりない

ビールびんのような色

ころころした感じ

磁石を近づけるとくっつく

金属光沢がある

割れた電球の破片状の形

繊維を束ねたような形
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がけの地層の重なりを調べよう

がけには土などのほかに，地層が何枚も重なっていることがあります。重なっている様子や含

まれている石ころや軽石，地層に見られるしま模様などを調べて，それがどうしてできたかを考

えてみましょう。

(1)地層の重なり方を調べてみよう

がけ下に行って，地層がどのように重なっているかを調べてみよう。とくに，地層をつくっ

ているたい積物の特徴などをしっかり記録してみましよう。

地層をつくるたい積物の特徴

粒の大きさ……礫，砂，泥

れきの大きさ……大（こぶし大以上)，中（だいず大からこぶし大)，小（あずき大）

砂の大きさ………大（ザラザラする)，中（サラサラする)，小（べとべとする）

地層の厚さ

ものさしを使って，地層の1枚の厚さをはかる。

厚さが変化しているときには，平均した厚さをはかる。

地層の傾き

地層が水平か，傾いているか，波うっているか。

地層の硬さ

硬い（ハンマーで割れる)，中（ハンマーで削れる)，柔らかい（サララサする）

地層の色

白色，黄色，赤色，灰色，その他

(2)地層の中のようすを調べてみよう

地層が切れている

地層が途中で切れていないか。

地層が曲がっている

地層がまがっていないか。

化石が入っている

植物の化石がある，貝の化石がある，巣穴の化石がある
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参加者名簿
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班 名前 校種 居住地

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
皿
蝸
ｕ
妬
陥
Ⅳ
肥
岨
加
皿
躯
羽
別
妬
茄
師
朋
的
釦
剖

植物

昆虫

靖子

敦人

雅人

美知子

優一郎

真理子

千佳

真紀

生子

琢磨

涼香

誉

智

誠子

美里

貴裕

敬子

ゆき

拓

良子

一巴

早紀

耕喜

夏輝

裕貴

祥子

崇寛

彩華

百合子

直人

み‘か

永
府
村
田
田

田
元
木
村
畑

和
々

泉
徳
別
有
池
梶
上
坂
佐
下
園

幼
幼

､4

幼

、4

幼

、
、
、
、
、

４
４
４
４
４
幼

、4

幼
幼
幼

、
、
４
４

隼人町

霧島町

鹿児島市

国分市

福山町

隼人町

串良町

隼人町

国分市

隼人町

国分市

班 名前 校種 居住地

32

33

34

諦
鮒
師
銘
約
側
姐
蛇
娚
仏
妬
妬
卿
銘
棚
別
別
駆
開
別
弱
朋
師
開
開
帥
例
的

昆虫

烏

炭屋照代

田口茉莉

立元加奈

太輔

長瀬かなみ

碧

深見栄子

菜々子

喜大

松崎孝成

孝俊

松元朋子

一世

健祐

村永祐美

杢田悟

清子

光

知美

恵

山野勝

裕昭

大尾育江

友恵

さとこ

成香

小畑裕子

慧祐

楠元明美

亮太

尚太茉

､4

幼

、
、
、
、
、

４
４
４
４
４
幼

、
、
４
４

幼

、
、
、

４
４
４
幼

、
、
、

４
４
４

福山町

鹿児島市

隼人町

国分市

隼人町

隼人町

鹿児島市

福山町

鹿児島市

国分市

国分市

隼人町
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講師

－92－

班 名前 校種 居住地

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

烏

地質

蓑田慶春

祐太

翔太

室屋祐二

順子

龍佑

祐成

美波

大江純司

将悟

琢也

栫井厚子

宏次郎

隈元トミ

新穂守

利朗

野田弘之

愛美

健太郎

本田孝子

真由子

真

、
、
、
、

４
４
４
４
幼

、
、
、

４
４
４

中

、
、
４
４

中

､4

国分市

国分市

国分市

国分市

隼人町

姶良町

国分市

隼人町

班 名前 校種 居住地

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９

烏 楠元康太

郡山章子

みな美

佐々木さとみ

大輝

晃大

坂元洋一

純子

志帆

沙羽

宏成

立元和夫

郁枝

陽子

圭

田中智

真由美

宏明

種子田美奈子

智史

丈史

寺田秀信

理恵子

智大

中嶋津美子

亮介

俊介

中野裕子

西原薫

慧

昴来

平田久峰

宝満浩

元

幼

､4

中

､4

中
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
幼
、
、
４
４

隼人町

鹿児島市

国分市

国分市

国分市

隼人町

国分市

鹿児島市

鹿児島市

国分市

鹿児島市

国分市

国分市

植物

昆虫

〃

〃

〃

烏

〃

地質

寺田仁志（県立博物館）

若松昭伸（県昆虫同好会会員）

ｊ
ｊ
ｊ

館
館
館

物
物
物

博
博
博

一
ユ
ー
ユ
ー
ユ

県
県
県

ｌ
ｌ
ｌ

昭
厚
雄

敏
秋
幸

森
下
尾

廣
山
押

山
一

兀 幸夫（県立博物館）

椎原和郎（県立博物館）

成尾英仁（県立博物館）
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